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解答・解答例・出題意図 

 

 

設問Ⅰ 解答 

問 1（１） コメニウス  （２） 形式陶冶 （３） ジョン・B・ワトソン 

 

問２ ア：習慣    イ：規範意識    ウ：知識   エ：表現力     オ：主体 

 

問３ カ：人格  キ：保護者  ク：普通  ケ：栄養  コ：校務 

 

 

設問Ⅱ 解答例 

学んだことは、まず記銘によって覚えられ、脳内で一定期間保持され、会話や試験など

必要な場面で再生して思い出すという一連の流れによって、記憶として働くようになる。 

 

  

設問Ⅲ 解答例  

 日本国憲法にも「すべての国民は、子どもに普通教育を受けさせる義務を負ふ。」という

内容が定められている。この教育基本法十条はこれを、遵守する基本的な考えを書いてい

るが、子の教育の責任を家庭・保護者にだけ、押し付けるものではない。教育を受けたくて

も、家庭の経済的困難な状況や家族の介護等のために受けることが難しい状態にある場合、

学校が把握し、家庭の方と相談して家庭やその子が孤立しないように、教育委員会や社会

福祉関係機関など関係諸機関と連携して、その状況を改善することが大切である。また、

公的な機関だけではなく、地域の方とも連携して、見守っていく行くことも重要である。

個人情報の漏洩に注意したうえで行う、地域の方との連携・協力は、児童虐待防止・早期発

見等にもつながるものであり、その意味でも「子の教育」を「家庭・学校・地域」が連携し

て支えていくことが大切になると考える。 

 

 

設問Ⅲ 出題意図 

短期大学部専攻科初等教育専攻のアドミッション・ポリシーに沿って、 現在、ヤングケ

アラーの増加なども原因の一つになっている「不登校児童」の問題に対し、どのように取

り組んでいくのかを教育基本法十条「子の教育の第一義は家庭」であることと「家庭・学

校・地域」の連携が大切であることが、どのようにつながっているのか、自らの考えを規定

の文字数でまとめることで、これから教職に就く者としての意識や専門力・表現力等を評

価することを意図して出題した。 


